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明
治
四
年
八
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
の
両
日

に
グ
リ
フ
ィ
ス
は
白
山
に
登
り
下
山
し
て
い
る
。
そ

れ
は
グ
リ
フ
ィ
ス
が
明
治
四
年
三
月
四
日
に
福
井
の

町
に
着
い
て
か
ら
、
明
新
館
で
理
化
学
を
教
え
て
半

年
た
っ
た
夏
休
み
(
八
月
十
四
日
か
ら
九
月
二
日
ま

で
の
三
週
間
)
の
或
る
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の

と
り
た
て
て
ど
う
と
い
う
こ
と
も
な
い
と
思
わ
れ
る

一
外
国
人
の
山
の
旅
を
い
ま
何
故
、
問
題
に
し
よ
う

と
す
る
の
か
。
し
か
し
考
え
て
み
る
と
グ
リ
フ
ィ
ス

が
敢
え
て
登
山
を
試
み
た
背
景
に
は
何
か
目
的
が
あ

山
下

グ
リ
フ
ィ
ス
と
白
山
日
本
は
海
の
ス
イ
ス

l っ
た
は
ず
だ
。

ま
ず
グ
リ
フ
ィ
ス
と
白
山
と
の
出
合
い
を
日
記
か

ら
拾
っ
て
み
よ
う
。

三
月
八
日
(
水
)
。
申
し
分
の
な
い
天
気
。
遠
く
の

遠
山
は
真
白
に
輝
い
て
い
た
。
三
月
十
一
日
(
土
)
。

山
は
光
り
、
ば
ら
色
の
夕
焼
け
。
三
月
二
十
九
日
(

水
)
。
雪
を
頂
く
山
が
、
褐
色
の
肌
も
あ
ら
わ
に
、
青

く
霞
み
始
め
て
来
た
。
七
月
十
九
日
(
水
)
。
夕
食
後
、

馬
で
南
の
方
へ
行
っ
た
。
西
の
方
に
黄
金
の
空
に
光

の
大
波
と
火
の
波
紋
。
東
の
方
は
静
寂
で
崇
高
な
連

山
の
濃
い
紫
。
黄
金
に
照
ら
さ
れ
た
雲
の
白
い
峰
。

ス
イ
ス
の
よ
う
だ
。
八
月
一
日
(
火
)
。
白
山
連
峰
の

眺
め
が
す
ば
ら
し
い
。
月
光
。

つ
い
で
に
白
山
登
山
後
の
日
記
か
ら
も
引
用
し
た

い
。
十
一
月
五
日
(
日
)
。
白
山
が
雪
に
輝
い
て
い
た
。

十
一
月
二
十
四
日
(
金
)
。
城
壁
か
ら
白
山
が
白
く
輝

い
て
見
え
た
。
十
二
月
十
七
日
(
日
)
。
午
後
、
愛
宕

山
の
上
ま
で
岩
淵
と
散
歩
を
し
た
。
す
ば
ら
し
い
景

色
。
白
山
連
峰
が
光
っ
て
い
た
。
白
山
、
別
山
、
朝

日
岳
。
十
二
月
二
十
日
(
水
)
。
ま
る
で
天
国
か
ら
来

た
よ
う
な
美
し
い
目
。
山
は
汚
れ
の
な
い
白
い
か
た

ま
り
に
見
え
た
。

こ
れ
で
見
る
と
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
福
井
に
住
む
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
遠
望
さ
れ
る
こ
の
白
い
山
に
す
っ

か
り
魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の

理
由
の
一
つ
は
純
白
無
比
の
山
で
あ
る
こ
と
、
と
く

に
夕
日
に
映
え
て
光
る
時
と
か
七
月
の
頃
の
夕
べ
の

遠
山
に
静
寂
と
崇
高
を
見
出
し
て
い
る
の
は
幼
な

い
頃
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
ね
ざ
し
て
い
る
。
一

つ
は
ス
イ
ス
の
ア
ル
プ
ス
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
で
、
(
、
グ

リ
フ
ィ
ス
は
明
治
二
年
、
ラ
ト
ガ

l
ス
大
学
を
卒
業

し
た
年
に
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
三
ヵ
月
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
旅
行
を
し
た
時
、
ス
イ
ス
の
ア
ル
プ
ス
に
登
山
し

た
。
)
米
国
東
部
の
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
グ
リ
フ
ィ
ス

に
と
っ
て
こ
の
時
の
感
動
の
再
現
が
白
い
山
に
あ
っ

た
。
〈
さ
て
グ
リ
フ
ィ
ス
に
は
美
点
と
い
っ
て
い
い

気
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
で
あ
り
、

そ
の
最
も
よ
く
現
わ
れ
る
の
は
日
没
へ
の
渇
仰
と
旅

へ
の
憧
慢
で
あ
る
。
:
・
日
没
の
描
写
は
日
記
の
特
色

の
一
つ
で
あ
り
:
・

ω船
舶
の
あ
る
建
物
の
窓
が
夕
日

に
染
ま
り
、
古
い
教
会
堂
の
窓
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
輝

い
た
。
・
:
〉

こ
れ
で
分
か
る
よ
う
に
グ
リ
フ
ィ
ス
は
日
本
人
役

人
に
誘
わ
れ
て
白
山
に
登
っ
た
の
で
は
な
く
、
自
ら

進
ん
で
役
人
を
促
し
て
の
登
山
で
あ
っ
た
。
そ
の
上

特
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
同
時
代
の
有
名
な
博
物

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



若
越
郷
土
研
究

三
十
二
巻
三
号

34 

学
者
、
ス
イ
ス
生
れ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
J

・

ア
ガ
シ
の
野
外
調
査
を
倣
っ
た
科
学
精
神
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
一
つ
は
白
い
山
が
信
心
者
の
山
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
、
そ
れ
を
自
ら
の
足
で
体
験
す
る
こ
と
、

一
つ
は
こ
の
山
が
富
士
山
に
次
い
で
日
本
で
二
番
目

に
高
い
山
と
云
わ
れ
て
い
た
が
、
自
ら
そ
の
高
さ
を

測
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
外
国
人
に
よ
る
白
山
登
山
は
グ
リ
フ
ィ

ス
の
明
治
四
年
を
も
っ
て
鳴
矢
と
す
る
。
し
か
し
昭

和
六
十
一
年
夏
、
白
山
登
山
の
福
井
、
石
川
方
面
か

ら
の
登
山
口
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
石
川
県
白
峰

村
を
訪
ね
る
と
、
白
山
に
登
っ
た
最
初
の
外
国
人
は

明
治
七
年
の
ド
イ
ツ
人
地
理
学
者
の
J
-
J
・
ラ
イ
ン

で
あ
り
、
次
が
明
治
十
二
年
の
東
京
大
学
の
お
雇
い

化
学
教
師
の
英
人

R
・
W
-
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
ラ
イ
ン
が
白
山
で
多
数
の
植
物
を
採
集
し

て
標
本
と
な
っ
て
紹
介
、
ま
た
手
取
川
流
域
で
ジ
ユ

ラ
紀
の
化
石
の
発
見
の
功
績
や
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
に
は

「
八
ヶ
岳
、
白
山
、
立
山

l
夏
の
旅
」
の
よ
う
な
論

文
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
調
査
、
研
究

を
目
的
の
白
山
登
山
で
あ
っ
て
グ
リ
フ
ィ
ス
の
場
合

は
夏
休
み
を
利
用
し
て
の
個
人
体
験
に
他
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
藩
が
そ
の
費
用
を
持
っ
た
。

グ
リ
フ
イ
ス
の
白
山
登
山
メ
モ

そ
れ
で
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
白
山
登
山
は
ど
う
だ
つ

た
か
。
そ
れ
を
知
る
上
で
格
好
の
資
料
を
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
〈
こ
れ
は
先
生
が
福
井
で
旅
に
出

た
時
に
日
記
代
わ
り
に
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
の
ば
せ
た
小

型
手
帳
二
六
・
五
セ
ン
チ
×
一

0
・
0
セ
ン
チ
)

で
あ
り
、
記
入
は
羅
列
式
で
あ
る
が
、
か
え
っ
て
読

者
に
生
々
し
い
実
感
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
母
校
ラ
ト
ガ

l
ス
大
学
の
図
書
館

に
あ
る
グ
リ
フ
ィ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
〉
そ
こ
で
筆
者
は
こ
の
メ
モ
を
も
と
に
グ
リ

フ
ィ
ス
の
白
山
登
山
の
追
体
験
を
試
み
る
こ
と
を
思

い
立
っ
た
。
昭
和
六
十
一
年
の
夏
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の

登
山
日
に
合
せ
て
計
画
を
立
て
、
「
グ
リ
フ
ィ
ス
先

生
白
山
登
山
百
十
五
周
年
記
念
登
山
」
と
銘
打
つ
こ

と
に
し
た
。
そ
し
て
鯖
江
高
校
で
物
理
を
教
え
る
龍

渓
信
行
先
生
、
武
生
工
業
高
校
の
外
国
人
先
生
ジ
エ

ラ
ル
ド

-
K
・
レ
テ
ン
ダ

l
氏
、
福
井
新
聞
の
佐
野

周
一
記
者
、
こ
れ
に
関
心
を
持
つ
者
十
名
の
パ
ー
テ

ィ
を
組
ん
だ
。

そ
こ
で
グ
リ
フ
ィ
ス
・
メ
モ
の
記
録
を
確
か
め
な

が
ら
登
っ
て
み
て
の
感
想
を
述
べ
た
い
。
(
な
お
高

さ
の
測
定
の
実
験
に
つ
い
て
は
章
を
改
め
て
龍
渓
先

生
の
記
述
が
あ
る
。
)
以
下
は
グ
リ
フ
ィ
ス
・
メ
モ
の

拙
訳
で
あ
る
。

明
治
四
年
八
月
二
十
一
日
(
月
)

三
時
に
白
が
覚
め
た
が
、
ま
た
四
時
三
十
分
ま
で

覆
る
。
朝
食
。
五
時
出
発
。
江
守
に
会
う
。
五
人
パ

ー
テ
ィ
に
人
夫
三
人
。
米
、
綿
、
大
豆
、
大
根
、
と

う
も
ろ
こ
し
、
西
瓜
、
き
ゅ
う
り
。
村
々
に
竹
、
色

J

紙
、
提
灯
が
飾
つ
で
あ
る
。
二
度
目
の
生
糸
を
巻
き

取
っ
て
い
る
。
暑
い
の
で
佐
平
の
檎
笠
を
か
ぶ
る
。

涼
し
い
。
松
岡
の
役
所
で
休
む
。
永
平
寺
ま
で
四
里

の
石
の
道
標
が
あ
る
。
こ
の
大
き
な
寺
の
貫
主
は
明

治
政
府
の
高
官
、
島
津
の
叔
父
で
あ
る
。
高
さ
数
千

フ
ィ
ー
ト
の
山
の
村
で
休
む
。
家
の
横
か
ら
入
る
。

戸
口
は
外
国
人
を
始
め
て
見
る
日
本
人
の
凝
視
の
目
。

そ
れ
が
少
し
わ
ず
ら
わ
し
く
て
背
を
向
け
て
食
べ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
火
口
を
行
く
。
山
路
の
つ
め
た
い

湧
き
水
。
山
の
高
い
所
で
炭
焼
き
の
煙
。
高
さ
十
五

フ
ィ
ー
ト
の
滝
が
し
ぶ
き
を
上
げ
る
。
涼
し
い
石
、

し
ゅ
ろ
の
よ
う
な
広
い
葉
、
ひ
っ
そ
り
し
た
深
い
松

林
が
湾
然
一
体
と
な
っ
て
、
実
に
涼
し
い
風
景
を
な

し
て
い
る
。
大
き
な
家
で
、
白
い
歯
の
娘
た
ち
が
二

十
人
、
た
く
さ
ん
の
繭
か
ら
糸
を
巻
き
取
り
、
男
が
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踏
み
子
で
そ
れ
を
数
え
て
い
た
。
約
一
マ
イ
ル
先
の

山
の
端
は
火
山
岩
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
下
は
冷
い

澄
ん
だ
水
と
、
美
し
い
砂
。
青
空
の
下
で
泳
ぐ
。
小

舟
で
渡
る
。
勝
山
に
入
っ
た
。
府
中
ほ
ど
の
大
き
き

の
町
。
大
勢
の
大
人
や
子
供
が
待
っ
て
い
る
。
あ
ば

た
の
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
高
く
て
風
通
し
の
良

い
所
に
あ
る
大
き
な
寺
で
愉
快
な
老
僧
の
も
て
な
し

を
受
け
た
。
二
千
石
の
金
持
ち
の
家
を
訪
ね
た
。
政

府
に
逆
ら
っ
た
か
ど
で
、
正
門
が
閉
っ
て
い
て
、
横

の
門
か
ら
入
っ
た
。
金
魚
の
池
。
広
い
家
敷
に
多
く

の
使
用
人
。
西
瓜
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
町
を
散

歩
し
た
。
白
と
赤
の
タ
チ
ア
オ
イ
、
百
日
紅
の
赤
い

花
。
勝
山
は
六
千
人
。
絹
と
た
ば
こ
で
有
名
。
八
月

十
八
日
の
神
社
の
祭
り
。
角
力
。
絹
の
反
物
半
斤
と

た
ば
こ
の
葉
を
勝
山
み
や
げ
に
買
う
。
日
本
人
は
紙

に
金
を
包
ん
で
宿
に
置
い
て
出
る
。
金
を
む
き
出
し

で
支
払
わ
な
い
。
た
ば
こ
工
場
と
二
百
年
の
寺
。
こ

お
ろ
ぎ
が
鳴
き
始
め
た
。
も
う
秋
。
一
般
に
日
本
人

は
西
洋
人
よ
り
も
動
物
に
や
さ
し
い
。
し
か
し
時
た

ま
、
男
の
子
が
犬
を
弓
で
射
た
り
、
績
で
刺
し
た
り
、

ぶ
ら
さ
げ
た
り
、
水
に
溺
れ
さ
せ
た
り
す
る
。

八
月
二
十
二
日
(
火
)

四
時
十
分
起
床
。
五
時
三
十
分
出
発
。
山
越
え
、

山
下

グ
リ
フ
ィ
ス
と
白
山
日
本
は
海
の
ス
イ
ス
| 谷

越
え
、
ス
イ
ス
の
旅
を
思
い
出
す
。
九
時
、
山
寺

で
休
む
。
そ
の
下
の
白
波
の
立
つ
流
れ
の
白
い
丸
石

を
見
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
小
石
に
な
る
の
に
何
百

年
か
か
っ
た
こ
と
か
。
こ
の
あ
た
り
の
人
は
異
常
に

失
礼
と
思
え
る
ほ
ど
外
国
人
を
好
寄
の
目
で
見
る
。

あ
ら
ゆ
る
所
へ
登
っ
て
見
ょ
う
と
す
る
。
正
午
す
き

に
出
発
。
九
里
歩
く
。
体
力
に
か
か
る
負
担
は
き
び

し
く
、
ス
イ
ス
登
山
よ
り
つ
ら
い
。
霊
山
ま
で
の
道

は
五
マ
イ
ル
間
隔
に
洞
が
あ
る
。
山
小
屋
が
あ
っ
た
。

日
本
語
の
名
前
や
日
付
が
い
た
る
所
に
あ
っ
た
。
「

あ
と
一
里
」
、
そ
し
て
長
い
一
里
を
歩
く
と
、
ま
た
「

あ
と
一
里
」
と
人
は
答
、
え
る
。
急
流
に
か
か
る
板
の

橋
を
渡
り
、
よ
う
や
く
客
の
多
い
宿
に
入
る
。
三
軒

か
ら
な
る
村
。
い
い
部
屋
が
と
れ
た
。
山
と
飛
沫
を

上
げ
る
川
。
昼
食
は
豆
ご
は
ん
に
青
菜
の
つ
け
も
の
。

入
湯
。
神
棚
と
十
本
の
ろ
う
そ
く
。
三
つ
の
湯
舟
。

佐
平
と
私
が
帯
を
し
て
い
な
い
の
で
主
人
が
文
句
を

言
っ
た
。
故
郷
の
夢
を
見
た
。

八
月
二
十
三
日
(
水
)

晴
。
岩
淵
、
江
守
は
の
び
て
し
ま
っ
て
も
う
登
ら

な
い
。
気
圧
計
が
役
に
立
た
な
い
の
で
、
寒
暖
計
で

湯
の
温
度
を
測
る
と
華
氏
二

O
六
度
。
一
行
六
人
(

召
使
二
、
案
内
人
一
、
同
行
者
一
一
)
。
八
時
三
十
分
、

鳥
居
の
下
か
ら
登
る
。
二
十
五
名
の
巡
礼
が
下
り
て

き
た
。
三
時
三
十
分
に
頂
上
の
山
小
屋
に
著
く
。
雪

渓
。
老
案
内
人
と
鋸
歯
状
の
岩
ま
で
上
る
。
途
中
、

多
く
の
地
蔵
に
祈
る
。
頂
上
に
立
派
で
堅
固
な
神
社
。

金
箔
の
仏
像
、
石
の
壁
。
二
十
九
年
前
、
風
で
倒
れ

た
古
い
神
社
の
跡
。
小
さ
な
緑
の
池
。
下
界
の
眺
め
。

虹
が
二
つ
。
雪
渓
。
雲
が
天
使
の
群
の
歓
喜
の
よ
う
。

華
氏
一
九
五
度
で
沸
騰
。
山
の
高
さ
を
測
定
。
花
を

摘
む
。
夕
食
。
八
時
に
寝
た
が
、
一
晩
中
ほ
と
ん
ど

ね
む
れ
な
か
っ
た
。
小
屋
に
約
四
十
人
の
男
。
二
百

人
の
こ
と
も
あ
る
。
雨
が
降
り
出
し
た
。
雨
も
り
、

蚤
で
ね
む
れ
ず
。

八
月
二
十
四
日
(
木
)

風
雨
。
下
山
、
七
時
。
山
の
姿
が
ち
ら
つ
と
見
、
え

る
。
ず
ぶ
漏
れ
の
服
が
重
い
。
ぬ
か
る
み
で
滑
っ
た

り
こ
ろ
ん
だ
り
し
て
ひ
ど
く
疲
れ
た
。
十
時
、
村
の

宿
に
着
く
。
湯
に
入
る
。
女
た
ち
が
飛
び
出
し
て
行

く
。
大
雨
。
佐
平
に
身
体
を
も
ん
で
も
ら
う
。
ば
ら

色
の
夕
日
。
月
夜
。
奏
の
河
原
。
蚤
だ
ら
け
の
山
小

屋
に
十
ヵ
月
、
老
人
が
一
人
で
住
む
。
悪
天
気
は
誰

か
精
進
の
悪
い
者
が
い
た
か
ら
だ
と
言
う
。

八
月
二
十
五
日
(
金
)

晴
。
六
時
起
床
。
案
内
人
の
父
親
か
ら
、
あ
ん
ず
、
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り
ん
ご
、
と
う
も
ろ
こ
し
を
貰
う
。
福
井
か
ら
私
の

学
生
二
人
が
訪
ね
て
来
た
の
で
驚
く
。
十
一
時
四
十

五
分
、
牛
首
へ
出
発
。
岩
根
神
社
、
樹
齢
千
六
百
年

の
木
が
大
き
な
石
の
上
に
立
つ
。
こ
の
石
は
丸
い
磯

岩
で
あ
る
。
小
さ
な
柄
に
は
木
像
の
仏
が
あ
っ
て
、

泰
澄
大
師
が
彫
っ
た
と
い
う
。
こ
の
坊
さ
ん
は
千
年

昔
、
最
初
に
白
山
に
登
り
、
道
を
切
り
開
い
た
。
牛

首
村
。
厚
い
壁
の
三
、
四
階
建
の
家
が
あ
る
。
冬
、

貧
し
い
人
だ
け
が
こ
こ
に
住
む
。
庄
屋
の
立
派
な
家

で
休
む
。
唐
人
を
見
ょ
う
と
垣
根
か
ら
目
が
の
ぞ
く
。

色
紙
に
書
く
。
デ
ィ
ケ
ン
ズ
を
読
み
、
蚊
帳
に
絹
ぶ

と
ん
で
寝
る
。
九
時
。

八
月
二
十
六
日
(
土
)

雨
。
六
時
半
出
発
。
雨
が
激
し
い
。
佐
平
の
蓑
を

借
り
た
。
十
マ
イ
ル
歩
き
、
九
時
十
五
分
、
谷
村
で

休
み
、
服
を
乾
か
す
。
十
時
半
出
発
。
草
履
を
は
く
。

二
里
行
っ
て
、
捨
て
家
で
休
み
、
草
履
で
足
の
皮
が

む
け
た
の
で
靴
に
か
え
る
。
く
る
ぶ
し
ま
で
水
が
入

る
。
勝
山
に
下
り
た
。
三
時
、
駕
篭
で
出
発
。
山
に

雲
が
か
か
り
、
空
は
厚
い
雲
。
急
流
に
沿
っ
て
行
く

と
、
二
人
の
男
が
川
の
な
か
を
指
し
て
い
る
。
乞
食

が
川
の
少
し
上
流
へ
歩
い
て
渡
ろ
う
と
し
て
流
れ
に

足
を
取
ら
れ
て
溺
れ
て
い
る
。
流
れ
に
ほ
ん
ろ
う
さ

れ
て
転
々
。
そ
の
男
の
笠
や
褐
色
の
腕
が
見
え
る
。

し
か
し
誰
も
そ
れ
を
知
ら
ぬ
顔
。
岩
淵
に
聞
い
て
も

う
る
さ
そ
う
に
、
何
で
も
な
い
様
子
で
通
り
過
ぎ
る
。

佐
平
は
笑
っ
て
こ
う
云
う
。
乞
食
の
一
人
ぐ
ら
い
、

日
本
に
は
ま
だ
百
万
と
い
る
と
云
う
。
数
マ
イ
ル
先

で
大
野
の
役
人
に
会
う
。
人
々
は
笠
を
取
り
、
地
面

に
ひ
ざ
ま
ず
く
。
大
野
は
六
千
人
。
大
勢
の
人
が
通

り
に
並
ぶ
。
ま
る
で
ロ
!
?
の
凱
旋
入
場
の
よ
う
。

庭
の
石
ど
う
ろ
に
明
り
が
ま
た
た
き
、
娘
た
ち
が
笑

い
興
じ
て
い
る
。
子
供
を
三
、
四
人
連
れ
て
き
て
も

ら
う
。
夢
に

E
-
G
・
J

(
恋
人
の
エ
レ
ン
・

G
・ジ

ョ
ン
ソ
ン
)
。

八
月
二
十
七
日
(
日
)

く
も
り
。
五
時
三
十
分
起
床
。
昨
夜
の
子
供
、
キ

タ
ロ

l
、
ク
ラ
キ
チ
、
ソ
デ
マ
ツ
ら
が
遊
び
に
き
た
。

六
時
三
十
分
出
発
。
薪
を
積
ん
だ
馬
と
男
女
に
会
う
。

赤
と
青
に
塗
っ
た
仏
像
を
見
た
。
二
マ
イ
ル
駕
龍
に

乗
り
、
十
五
マ
イ
ル
歩
き
、
大
窪
と
い
う
村
の
大
き

な
酒
屋
さ
ん
の
新
築
の
家
で
休
む
。

な
お
グ
リ
フ
ィ
ス
日
記
で
は
八
月
二
十
一
日
(
月
)

か
ら
八
月
二
十
六
日
(
土
)
ま
で
は
空
白
。
八
月
二

十
七
日
(
日
)
〈
白
山
か
ら
帰
っ
た
。
日
本
は
海
の

ス
イ
ス
で
あ
る
。
田
舎
の
家
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク

ル
ー
ソ

l
式
の
建
て
方
で
あ
る
。
〉

「
グ
リ
フ
イ
ス
先
生
白
山
登
山

百
十
五
周
年
記
念
登
山
」

こ
の
よ
う
な
テ
!
?
で
い
よ
/
人
踏
査
に
か
か
っ

た
が
、
も
と
も
と
地
質
学
も
生
物
学
も
門
外
漢
で
あ

る
上
に
、
登
山
道
も
グ
リ
フ
ィ
ス
の
頃
と
違
っ
て
い

わ
ゆ
る
登
山
者
の
道
を
辿
つ
て
の
実
地
踏
査
と
い
う

こ
と
で
、
と
り
た
て
て
言
う
ほ
ど
学
問
上
の
新
事
実

は
な
か
っ
た
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。
ま
た
登
山

時
の
グ
リ
フ
イ
ス
一
行
六
名
(
召
使
い
で
料
理
人
の

佐
平
、
会
計
係
役
人
の
江
守
、
通
訳
の
岩
淵
江
守

の
召
使
い
(
福
井
の
人
夫
三
人
に
代
っ
て
)
ガ
イ
ド

一
人
、
ポ

l
タ

l
二
人
を
雇
一
う
)
の
パ
ー
テ
ィ
が
物

語
る
よ
う
に
あ
く
ま
で
登
山
目
的
を
自
分
に
強
い
た

グ
リ
フ
ィ
ス
の
場
合
と
違
っ
て
和
気
あ
い
あ
い
の
夏

山
を
歩
く
気
分
に
満
ち
て
い
た
。
し
か
も
全
員
が
佐

平
ら
も
着
け
た
よ
う
な
檎
笠
に
「
グ
リ
フ
ィ
ス
先
生

白
山
登
山
百
十
五
周
年
記
念
登
山
」
と
記
し
た
の
を

か
ぶ
っ
た
の
が
人
目
を
引
い
た
ほ
ど
だ
。
一
行
の
一

人
、
当
時
の
グ
リ
フ
ィ
ス
よ
り
四
歳
下
の
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
出
身
の
レ
テ
ン
ダ

l
氏
は
仲
間
に
よ
く
解
け

込
み
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。
し
か
も
氏
は
禅
に
造

詣
が
深
く
、
高
い
山
で
の
膜
想
を
悦
び
と
し
て
い
た
。

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



山
頂
で
一
人
岩
の
聞
か
ら
坐
禅
で
も
し
て
い
る
か
の

よ
う
な
膜
想
の
姿
が
見
え
た
。
そ
れ
に
し
て
も
レ
テ

ン
ダ

l
氏
が
高
山
の
岩
石
や
植
物
に
示
め
す
知
識
に

感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
福
井
の
グ
リ
フ
ィ
ス
に

も
云
、
え
る
こ
と
で
、
米
国
の
教
育
の
基
本
に
浅
い
が

広
い
知
識
の
修
得
の
伝
統
が
脈
々
と
し
て
続
い
て
い

る
と
の
印
象
を
受
け
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
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グ
リ
フ
イ
ス
の
登
山
道
程
に
つ
い
て
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福
井
ー
ー
ー
松
岡
|
|
勝
山
(
泊
)
|
|
平
泉
寺
白
山

禅
定
道
|
|
|
平
岩
(
泊
)
白
山
頂

l
山
小
屋
(
泊
)

ー
ー
市
之
瀬
(
泊
)
|
!
牛
首
(
白
峰
村
)
(
泊
)
|
|

大
野
(
泊
)
|
|
大
窪
|
|
福
井
。
こ
れ
で
見
る
と
グ

リ
フ
ィ
ス
は
六
泊
七
日
の
福
井
滞
在
で
後
に
も
先
に

も
な
い
長
い
旅
行
を
旅
人
と
し
て
新
地
開
拓
の
好
奇

心
で
、
同
じ
所
を
な
る
べ
く
避
け
て
の
道
程
に
な
っ

て
い
る
。
平
泉
寺
か
ら
白
山
温
泉
ま
で
の
早
朝
五
時

三
十
分
出
発
、
昼
食
後
九
里
の
山
道
は
グ
リ
フ
ィ
ス

に
ス
イ
ス
登
山
よ
り
辛
い
、
「
あ
と
一
里
」
の
合
言

葉
が
い
つ
ま
で
も
続
く
耐
え
難
い
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

よ
う
や
く
の
思
い
で
温
泉
の
あ
る
三
軒
だ
け
の
人
家

の
村
に
た
ど
り
着
く
。

翌
日
、
疲
れ
て
動
け
な
い
よ
う
な
江
守
、
岩
淵
に

山
下

グ
リ
フ
ィ
ス
と
白
山
l
日
本
は
海
の
ス
イ
ス

l

越
前
名
蹟
考
よ
り
)

愛
想
が
つ
き
た
グ
リ
フ
ィ
ス
は
市
之
瀬
の
強
力
一
家

笹
木
の
者
を
、
案
内
人
と
食
事
、
寝
具
、
測
定
器
具

な
ど
の
運
搬
に
雇
っ
た
。
そ
の
グ
リ
フ
ィ
ス
の
歩
い

た
登
山
道
だ
が
現
在
そ
の
一
部
が
残
っ
て
い
る
。
そ

れ
を
案
内
し
て
下
さ
っ
た
の
が
白
峰
公
民
館
長
の
神

谷
喜
寛
氏
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
十
一
年
八
月
二
十
二

日
午
後
六
時
す
ぎ
小
雨
の
な
か
を
神
谷
氏
の
案
内
で

市
之
瀬
か
ら
営
林
道
を
通
り
途
中
か
ら
脇
道
に
入
っ
た
。

多
少
暗
い
杉
林
を
神
谷
氏
は
棒
切
れ
で
笹
薮
を
た
た

い
て
大
声
で
熊
に
警
戒
し
な
が
ら
進
む
。
ブ
ナ
の
林

に
出
る
。
下
に
急
流
の
音
を
聞
く
。
そ
の
流
れ
の
近

く
に
グ
リ
フ
ィ
ス
も
泊
っ
た
湯
の
宿
が
あ
っ
た
と
い

う
。
だ
い
ぶ
暗
く
な
っ
て
き
た
が
草
の
な
か
の
石
を

埋
め
た
段
段
道
が
大
き
な
ブ
ナ
の
林
に
入
っ
て
行
く
。

し
か
し
そ
の
道
は
二
十
分
ほ
ど
で
白
山
釈
迦
岳
に
通

じ
る
営
林
道
に
出
て
、
そ
こ
で
消
え
て
い
た
。
ブ
ナ

の
林
に
ま
じ
っ
て
栃
の
大
き
な
木
も
あ
り
、
カ
ー
キ

色
の
皮
穀
の
実
が
た
く
さ
ん
な
っ
て
い
た
。
筆
者
は
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神
谷
さ
ん
に
こ
の
旧
道
を
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
道
L

と

呼
ん
で
も
ら
え
な
い
か
と
頼
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。

n
，ι
 

〈
私
の
召
使
の
佐
平
は
「
宝
石
し
の
よ
う
に
貴
重

な
者
で
こ
の
旅
で
は
私
の
欲
求
を
す
べ
て
あ
ら
か
じ

め
分
か
っ
て
い
て
「
黄
金
に
ま
さ
る
」
こ
と
を
身
を

も
っ
て
立
証
し
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
夕
食
を
作
っ

て
く
れ
た
り
、
疲
れ
た
手
足
を
も
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
〉

ま
た
キ
リ
ス
ト
教
雑
誌
〈
六
時
間
の
骨
打
り
と
頑
張

り
の
あ
と
な
の
で
、
山
小
屋
に
着
く
と
佐
平
は
「
も

う
こ
こ
で
休
ん
で
、
登
る
の
は
明
日
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
云
う
。
し
か
し
私
は
「
い
や
、
明
日
は
雨
が
降
る

か
も
知
れ
な
い
、
す
ぐ
行
こ
う
」
と
い
っ
て
、
神
主

の
老
案
内
人
に
付
い
て
、
再
び
疲
れ
た
足
で
登
り
切

っ
た
。
〉
こ
こ
で
も
佐
平
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
忠
実
な

僕
と
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
疲
れ
た
身
体
を
心
配
し

な
が
ら
も
、
頂
上
を
窮
め
て
そ
の
高
さ
を
測
定
す
る

と
い
う
グ
リ
フ
ィ
ス
の
目
的
を
思
っ
て
付
い
て
登
っ

て
い
る
。
手
紙
に
よ
る
と
三
十
分
の
休
憩
を
と
っ
た

最
後
の
登
り
は
体
力
の
酷
使
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
報

い
は
大
き
か
っ
た
と
云
う
。

筆
者
は
こ
ん
ど
の
グ
リ
フ
ィ
ス
を
慕
う
白
山
登
山

グ
リ
フ
ィ
ス
の
佐
平
へ
の
親
愛
の
気
持

で
、
佐
平
の
忠
僕
ぶ
り
を
思
わ
な
い
わ
け
に
は
行
か

な
か
っ
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
古
典
と
も
一
五
う
べ
き
あ

の
著
名
な
吋

Z
E
E号
ぶ
何
回
回
目
己
円
。
「
皇
国
」
(
明

治
九
年
)
の
な
か
に
、
佐
平
に
つ
い
て
の
興
味
あ
る

記
述
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
忠
実
な
佐
平
に
報
い
る
た

め
親
愛
を
こ
め
て
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

ヲ令。

こ
こ
で
そ
の
部
分
の
拙
訳
を
少
し
引
用
し
て
み
よ

う
。
〈
佐
平
は
百
姓
の
出
で
は
な
か
っ
た
。
東
京
へ

旅
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
小
者
と
し
て
戦
に
出
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
頭
が
よ
く
て
人
に
仕
え
る
の
に
適

し
て
い
た
。
職
業
は
か
つ
て
大
工
で
あ
っ
た
か
ら
、

家
の
こ
と
を
手
際
よ
く
し
た
。
釘
一
本
打
つ
に
も
、

花
瓶
の
棚
を
つ
け
る
に
も
、
小
さ
な
パ
リ
製
の
時
計

を
設
置
す
る
に
も
、
福
井
の
役
所
の
機
構
を
全
部
動

か
す
の
は
時
間
も
面
倒
も
か
か
り
す
ぎ
る
。
そ
う
い

う
時
、
佐
平
が
何
で
も
上
手
に
し
て
く
れ
た
の
で
大

い
に
助
か
っ
た
。
佐
平
は
見
た
目
よ
り
も
心
が
き
れ

い
で
あ
っ
た
。
陽
気
で
、
忠
実
で
、
勤
勉
で
、
主
人

思
い
で
あ
り
、
呼
び
出
し
に
は
す
ぐ
応
じ
る
し
、
子

供
に
対
す
る
よ
う
に
気
を
使
う
。
そ
し
て
異
教
徒
だ

け
れ
ど
も
、
ポ

l
プ
〔
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
〕

の
定
義
を
借
り
れ
ば
、
佐
平
は
「
神
が
最
も
気
高
く

造
り
た
も
う
た
も
の
」
で
あ
っ
た
。
〉

(3) 

日
本
人
巡
礼
と
キ
リ
ス
ト
教
国
の
巡
礼
の
心

グ
リ
フ
ィ
ス
・
メ
モ
に
よ
る
と
御
前
峰
(
二
七

O

二
米
)
ま
で
の
途
中
に
は
多
く
の
石
地
蔵
が
あ
り
、

頂
上
に
は
立
派
で
堅
固
な
神
社
と
金
箔
の
仏
像
が
石

の
壁
に
か
こ
ま
れ
で
あ
っ
た
。
明
治
初
年
の
神
仏
分

離
の
宗
教
政
策
に
よ
り
白
山
頂
の
神
嗣
の
仏
体
の
下

山
が
行
わ
れ
、
白
峰
村
な
ど
に
預
託
さ
れ
た
の
は
明

治
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
グ
リ
フ
ィ
ス

の
見
た
奥
富
は
ま
だ
神
仏
混
橘
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
話
は
飛
ぶ
が
筆
者
は
今
度
の
旅
で
グ
リ

フ
ィ
ス
が
勝
山
で
泊
っ
た
〈
高
く
て
風
通
し
の
良
い

所
に
あ
る
大
き
な
寺
で
愉
快
な
老
僧
の
も
て
な
し
を

受
け
た
〉
と
お
ぼ
し
き
寺
を
訪
ね
て
い
た
。
そ
れ
は

勝
山
市
沢
の
義
宣
寺
(
永
平
寺
派
)
と
い
う
禅
寺
で

あ
る
。
勝
山
で
一
番
高
い
所
に
あ
り
、
年
中
風
通
し

が
良
く
、
明
治
の
初
め
に
説
教
の
上
手
な
僧
が
い
た

と
い
う
。
紫
田
義
宣
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
大
き
な

古
い
御
堂
に
入
る
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
仏
壇
の
前

に
神
社
に
置
か
れ
る
阿
件
の
狛
犬
が
あ
っ
た
。

御
堂
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
測
定
に
よ
れ
ば
八
フ
ィ
ー

ト
平
方
で
高
さ
十
フ
ィ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
〈
召
使
い
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ず

I

、

'
刀
が
v
n
J

、

L
f」

奏
銭
を
あ
げ
て
仏
像
に
聖
水
を
か
け
た
あ

こ
の
よ
う
な
地
上
の
高
い
所
で
グ
リ
フ
ィ
ス
は

「
天
に
ま
し
ま
す
神
に
感
謝
し
、
御
名
を
あ
が
め
る
」

と
祈
り
、
天
に
ま
し
ま
す
神
が
そ
し
て
イ
エ
ス
.
、
キ

リ
ス
ト
ま
で
が
す
べ
て
の
人
に
三
」
の
夏
か
ら
は
汝

ら
祈
れ
」
、
神
官
も
偶
像
も
妻
銭
も
む
な
し
い
祈
り

の
く
り
か
え
し
も
無
い
、
た
だ
祈
れ
と
い
わ
れ
た
o
〉

と
室
田
い
た
。

ピ
ル
グ
リ
ム

霊
山
白
山
を
登
る
仏
教
国
の
巡
礼
と
キ
リ
ス
ト
教

国
の
巡
礼
の
祈
り
の
有
り
様
が
極
端
に
対
照
的
に
示

め
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
知
り

た
い
こ
と
は
そ
こ
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
地
上
で
最

も
高
い
所
の
一
つ
に
ま
で
も
日
本
人
の
力
強
い
偶
像

信
仰
の
姿
を
見
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
幸
い
よ
く

晴
れ
て
雲
の
天
使
の
群
が
歓
喜
し
て
い
る
よ
う
で
あ

っ
た
。
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外
国
人
が
日
本
の
山
の
高
さ
を

知
ろ
う
と
す
る
考
え

そ
れ
は
午
後
四
時
半
を
過
ぎ
て
い
た
だ
ろ
う
。
山

頂
で
の
高
き
の
測
定
が
始
ま
っ
た
。
福
井
の
学
校
か

ら
外
国
製
の
器
具
を
運
ん
で
の
装
置
で
あ
る
。
グ
リ

フ
ィ
ス
・
メ
モ
に
華
氏
一
九
五
度
で
沸
騰
と
あ
る
。

ま
た
姉
へ
の
手
紙
で
も
グ
リ
フ
ィ
ス
は
岩
の
か
げ
に

(4) 

山
下

グ
リ
フ
ィ
ス
と
白
山
!
日
本
は
海
の
ス
イ
ス

身
を
隠
し
て
、
風
よ
け
に
毛
布
を
使
っ
て
水
の
沸
騰

点
を
測
る
と
、
そ
れ
は
一
九
五
度
で
あ
っ
た
。

そ
れ
よ
リ
百
十
五
年
後
、
物
理
の
龍
渓
先
生
の
実

験
が
始
ま
っ
た
。
パ
ー
テ
ィ
全
員
が
固
唾
を
の
ん
で

見
守
っ
て
い
る
。
結
果
は
先
生
の
目
盛
を
読
ん
で
の

報
告
で
正
に
華
氏
一
九
五
度
だ
。
感
動
。
筆
者
は
グ

リ
フ
ィ
ス
の
こ
と
を
思
っ
て
レ
テ
ン
ダ

l
氏
の
と
こ

ろ
へ
飛
ぶ
よ
う
に
行
っ
て
そ
の
こ
と
を
告
げ
強
く
握

手
を
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
外
国
人
が
日
本
の
山
の
高
さ
に
興

味
を
も
っ
て
そ
れ
を
測
定
し
た
の
は
な
に
も
グ
リ
フ

イ
ス
の
み
で
な
く
、
他
に
も
例
が
あ
る
。
そ
の
一
人

が
グ
リ
フ
ィ
ス
の
友
人
で
ラ
ト
ガ

i
ス
・
カ
レ
ッ
ジ

の
同
輩
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・

w
・
ク
ラ
|
ク
(
一
八
四

九

一

九

O
七
)
で
あ
る
。
ク
ラ
|
ク
は
ク
リ
フ
ィ

ス
の
紹
介
で
静
岡
藩
に
一
雇
わ
れ
て
静
岡
学
問
所
の
理

化
学
教
師
と
し
て
明
治
四
年
十
月
に
来
日
し
た
。
ク

ラ
|
ク
が
富
士
山
で
高
さ
の
測
定
を
し
た
の
は
明
治

六
年
九
月
十
六
日
j
十
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
案

内
人
に
高
さ
測
定
の
器
具
を
か
つ
が
せ
て
、
日
本
人

学
生
一
人
を
つ
れ
て
静
岡
を
出
て
二
十
四
時
間
内
で

山
頂
に
立
つ
と
い
う
離
れ
業
を
な
し
遂
げ
た
が
、
も

う
二
度
と
や
り
た
く
な
い
と
言
わ
せ
た
ほ
ど
必
死
の

登
山
だ
っ
た
よ
う
だ
。
頂
上
近
く
で
同
行
の
二
人
は

つ
い
に
寒
さ
と
疲
労
で
落
後
し
て
し
ま
っ
た
。
頂
上

で
山
の
高
さ
を
測
ろ
う
と
し
て
も
す
で
に
日
は
お
そ

く
止
む
え
ず
そ
の
場
で
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
〈
気
圧
計
は
二

0
・
五

0
イ
ン
チ
の
少
し
上

を
示
し
た
か
ら
、
高
さ
一
一
、

0
0
0
フ
ィ
ー
ト
ぐ
ら

い
だ
ろ
う
。
寒
暖
計
は
蔭
に
な
っ
た
所
で
五
十
五
度

(
華
氏
)
で
あ
っ
た
(
頂
上
は
こ
こ
よ
り
は
る
か
に

寒
い
)
。
私
は
噴
火
口
か
ら
下
の
自
分
の
位
置
ま
で
距

離
を
見
積
っ
て
、
富
士
山
は
高
さ
一
一
、
五
六

O
フ

ィ
ー
ト
強
と
の
結
論
に
達
し
た
。
そ
の
後
の
く
わ
し

い
調
査
に
よ
る
と
私
の
測
定
の
結
果
は
ほ
と
ん
ど
間

違
っ
て
い
な
か
っ
た
J

四

登
山
の
満
足
な
結
果

白
山
か
ら
福
井
に
も
ど
っ
た
翌
日
グ
リ
フ
ィ
ス
は

早
速
学
校
へ
行
っ
て
九
月
四
日
か
ら
始
ま
る
授
業
に

備
え
て
い
る
。
登
山
の
苦
労
や
疲
れ
と
か
身
体
の
痛

み
な
ど
の
愚
痴
は
一
言
も
日
記
に
見
え
な
い
。
そ
の
代

り
に
日
記
に
も
あ
る
夏
の
登
山
を
思
い
出
す
よ
う
な

月
の
夜
の
白
山
連
峰
や
域
壁
か
ら
見
る
白
く
輝
く
晩

秋
の
白
山
を
忘
れ
ず
に
記
し
て
い
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス

の
白
山
登
山
は
成
功
で
あ
っ
た
。
姉
へ
の
手
紙
で
、
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計
画
し
た
と
お
り
の
結
果
が
得
ら
れ
た
と
知
り
、
大

い
に
満
足
し
ま
し
た
と
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
も

グ
リ
フ
ィ
ス
の
体
力
・
精
神
力
と
熱
意
の
し
か
ら
し

む
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
と
て
こ
の
登

山
が
ど
ん
な
に
か
苦
し
か
っ
た
か
、
今
日
の
比
で
は

な
い
。
〈
私
は
こ
の
景
色
を
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
旅

と
登
山
の
苦
し
み
と
そ
れ
に
と
も
な
う
疲
れ
と
難
儀

が
い
っ
ぺ
ん
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。
〉
そ
れ
は
日
記
に
書
い

た
福
井
か
ら
見
た
夕
日
に
映
え
る
白
山
に
今
度
は
苦

労
し
て
頂
上
に
来
て
好
き
な
夕
方
の
広
大
な
景
色
に

身
を
置
く
こ
と
が
出
来
た
の
だ
か
ら
グ
リ
フ
ィ
ス
に

と
っ
て
こ
ん
な
感
激
は
な
い
。

剛山叫

〈
虹
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
東
の
空
に
三
つ
懸
っ
た
。

そ
の
端
が
峰
に
支
、
子
り
れ
て
い
て
、
ま
る
で
高
い
所

(
下
界
)

か
ら
こ
ち
ら
の
休
息
所
を
蔑
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
た
。
火
の
よ
う
な
赤
と
こ
げ
茶
の
雲
海
の
中
に
か

く
れ
る
落
日
は
最
後
の
審
判
の
日
の
畏
怖
す
べ
き
始

ま
り
に
思
え
た
。
こ
の
虹
と
恐
る
べ
き
薄
閣
の
空
間

に
太
陽
光
線
が
水
平
に
射
し
て
き
で
、
天
国
の
虹
の

門
に
向
っ
て
進
む
凱
旋
軍
の
よ
う
な
銀
色
に
輝
く
雲

の
群
の
中
へ
と
入
っ
て
い
た
。
強
力
な
風
に
吹
か
れ
、

永
遠
の
静
寂
に
そ
び
え
る
不
変
の
峰
々
、
頂
上
の
崩

壊
も
露
わ
な
、
中
程
と
麓
の
森
林
の
繁
茂
し
た
古
い

火
山
が
、
今
、
す
ば
ら
し
い
景
色
の
空
の
下
で
休
息

の
眠
り
に
つ
い
て
い
る
。
〉
こ
れ
は
自
然
の
神
秘
と
、

宗
教
の
関
係
を
美
文
調
で
と
ら
え
た
グ
リ
フ
ィ
ス
特

有
の
描
写
で
あ
る
。
白
山
の
旅
に
つ
い
て
は
ま
ず
最

初
に
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
へ
、
八
月
二
十
八
日
の
夜
、

長
い
手
紙
を
書
い
て
い
る
が
、
あ
と
興
味
あ
る
内
容

と
い
う
と
、
山
小
屋
で
蚤
に
悩
ま
さ
れ
て
眠
れ
な
か

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
〈
横
に
な
っ
た
が
眠
く
な
ら
な

い
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
の
で
目
が
冴
え
て
い
る
の

だ
と
思
っ
た
。
と
こ
ろ
が
明
く
る
日
に
な
っ
て
二

O

O
箇
所
も
赤
く
き
さ
れ
た
所
が
あ
る
の
が
分
か
っ
て

や
っ
と
眠
れ
ぬ
理
由
が
わ
か
っ
た
。
〉
雨
も
り
も
あ
っ

て
そ
の
夜
は
一
時
間
ぐ
ら
い
し
か
眠
っ
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
「
白
山
と
海
の
ス
イ
ス
L

(

ザ
・
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
サ
|
)
の
記
事
に

も
次
の
よ
う
に
報
告
が
あ
る
。
〈
山
小
屋
で
は
一
睡

も
し
な
い
。
巡
礼
と
蚤
が
い
つ
も
一
所
に
い
る
。
は

じ
め
は
何
か
病
気
に
見
舞
わ
れ
た
の
か
と
思
う
。
眠

ろ
う
と
し
て
も
眠
れ
な
い
。
ま
さ
か
こ
ん
な
虫
が
い

よ
う
と
は
疑
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
明
く
る
日
、
一

O
O以
上
の
赤
い
痕
跡
を
身
体
に
見
つ
け
て
、
眠
れ

な
か
っ
た
事
実
が
は
っ
き
り
し
た
。
〉
グ
リ
フ
ィ
ス
の

記
録
で
山
小
屋
の
巡
礼
が
メ
モ
に
は
四

O
人
、
「
白
玉

国
」
で
の
記
事
に
は
二

O
人
と
あ
っ
た
り
、
蚤
の
き

し
た
跡
が
手
紙
で
は
二

0
0
、
記
事
に
は
一

O
Oぐ

ら
い
に
な
っ
て
い
る
の
は
少
し
気
に
な
る
が
、
そ
こ

は
大
目
に
見
る
と
し
よ
う
。
こ
れ
ほ
ど
一
晩
中
悩
ま

さ
れ
た
蚤
で
あ
る
が
、
す
ぐ
そ
の
後
に
続
け
て
こ
ん

な
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
〈
そ
れ
で

も
前
方
が
見
え
な
い
ぐ
ら
い
ひ
ど
い
雨
に
滑
り
や
す

い
道
を
下
り
な
が
ら
、
ど
う
し
て
も
不
思
議
だ
っ
た

の
は
一
年
の
寒
い
十
ヵ
月
、
巡
礼
も
来
ず
、
雪
ば
か

り
の
所
で
、
こ
の
食
欲
な
生
き
物
は
食
う
も
の
も
、

飲
む
も
の
も
な
し
に
ど
う
し
て
や
っ
て
行
け
る
の
か

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
〉

巡
礼
と
は
野
中
至
が
名
著
「
富
士
案
内
」
(
春
陽

堂
明
治
三
十
八
)
で
書
い
て
い
る
〈
白
衣
の
信
徒
〉

と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
八
時
半
出
発
の
グ
リ
フ
ィ
ス

ら
六
名
の
パ
ー
テ
ィ
は
登
山
の
途
中
、
お
そ
ら
く
七

時
頃
下
山
を
始
め
た
二
十
五
名
の
巡
礼
の
群
と

行
き
交
っ
て
い
る
。
し
か
し
グ
リ
フ
ィ
ス
の
書
い
た

も
の
に
彼
等
の
装
束
や
印
象
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い

記
録
が
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
次
の
記
事
は
お
も

し
ろ
い
。
〈
巡
礼
は
日
本
各
地
か
ら
、
特
に
近
郷
近

在
か
ら
や
っ
て
来
て
、
退
屈
な
山
道
を
登
り
、
家
路

に
つ
く
。
そ
の
時
、
よ
く
登
っ
た
そ
し
て
阿
弥
陀
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仏
の
お
か
げ
に
あ
ず
か
ら
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
印

に
跡
の
木
の
枝
や
小
さ
な
杉
の
木
を
持
つ
て
帰
る
。

(
中
略
)
白
山
は
神
聖
で
あ
る
。
召
使
は
身
体
か
ら
皮
と

鉄
製
の
も
の
を
す
っ
か
り
捨
て
て
し
ま
う
。
二
目
前

の
食
事
で
鳥
肉
が
食
べ
た
い
と
言
う
と
、
佐
平
に
が

ま
ん
し
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
。
と
い
う
の
は
今
度
の

山
登
り
ま
で
の
七
日
間
は
生
き
物
の
血
を
流
し
た
く

な
い
か
ら
と
言
う
。
け
れ
ど
も
私
は
不
信
心
だ
が
ど

う
し
て
も
皮
靴
を
は
き
、
小
型
ナ
イ
フ
持
参
で
出
発

し
た
。
〉

グ
リ
フ
ィ
ス
の
白
山
登
山
の
収
穫
の
主
な
も
の
は
、

一
つ
は
そ
の
高
さ
の
測
定
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
白

山
と
日
本
人
の
信
仰
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
前
者
は
「

皇
国
」
を
中
心
に
後
者
は
寸
ザ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
サ

l
L
に
発
表
し
た
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
旅
の
途
中
の
見
聞
と
そ
の

感
想
、
山
頂
の
感
動
な
ど
グ
リ
フ
ィ
ス
に
と
っ
て
得

難
い
体
験
で
あ
り
、
心
に
深
く
刻
み
こ
ま
れ
た
内
面

的
な
事
柄
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
「
皇
国
」
で
は
こ
の
白
山
の
体
験
の
記

述
は
意
外
に
簡
単
で
平
凡
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
白
山
に
登
っ

た
最
初
の
外
国
人
で
あ
る
こ
と
。
寒
暖
計
だ
け
の
不

山
下

グ
リ
フ
ィ
ス
と
白
山
日
本
は
海
の
ス
イ
ス
| 完

全
な
測
定
だ
が
高
さ
九
、
三
二

O
フ
ィ
ー
ト
を
明

内切

確
に
-
記
述
し
た
こ
と
で
あ
る
。
〈
と
に
か
く
フ
ン
ボ

ル
ト
氏
が
、
さ
ら
に
こ
の
沿
岸
の
日
本
人
ま
で
が
、

白
山
は
富
士
山
よ
り
高
い
と
推
測
し
て
い
た
の
が

こ
れ
で
決
着
が
つ
い
た
。
〉
ア
レ
キ
サ
ン
タ

l
・
フ

ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
(
一
七
六
九

l
一
八
五
九
)

は
ド
イ
ツ
の
科
学
者
で
著
述
家
。
そ
の
著
「
コ
ス

モ
ス
」
を
ラ
ト
ガ
|
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
の
頃
に

グ
リ
フ
ィ
ス
は
読
ん
で
い
た
。
「
ジ
ャ
パ
ン
・
デ

イ
リ
ー
・
へ
一
フ
ル
ド
L

紙
に
よ
れ
ば
〈
日
本
で
富

士
山
の
次
に
高
い
山
は
加
賀
・
越
前
の
「
白
山
」

し
ろ
や
ま

(
白
山
)
で
、
ザ
・
イ
ン
デ
ィ
ぺ
ン
デ
ン
ト
紙
の

通
信
員
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

E
・
グ
リ
フ
ィ
ス
教
授
が

一
八
七
一
年
八
月
の
初
登
山
で
高
さ
を
九
、
二

O

O
フ
ィ
ー
ト
で
あ
る
と
計
算
し
た
。
〉
グ
リ
フ
ィ
ス

自
身
は
ま
た
「
ジ
オ
、
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
・
ノ
ー
ト
し
で

も
次
の
よ
う
な
記
事
を
書
い
て
い
る
。
〈
日
本
で
富

士
山
の
次
に
高
い
山
は
白
山
(
し
ろ
や
ま
巧

E
g

冨

2
5
2
p
玄

O
E
E
S口
)
で
あ
る
。
西
岸
に
近

い
越
前
・
加
賀
の
国
に
位
置
す
る
。
そ
れ
は
山
脈
の

な
か
の
一
つ
で
、
富
士
山
の
よ
う
に
死
火
山
で
あ
る
。

そ
れ
は
神
聖
な
山
で
年
に
数
千
人
の
巡
礼
が
登
る
。

筆
者
は
白
山
に
登
っ
た
最
初
の
外
国
人
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
高
さ
を
測
か
り
、
例
の
方
法
で
九
、
二

O

O
フ
ィ
ー
ト
と
推
定
し
た
。
も
っ
と
完
全
な
器
具
で

測
れ
ば
二

1
三

O
O
フ
ィ
ー
ト
の
誤
差
が
出
る
か
も

知
れ
な
い
。
日
本
の
大
き
な
山
は
ほ
と
ん
ど
死
火
山

で
あ
る
が
、
と
き
た
ま
活
動
す
る
山
が
少
し
あ
る
。

白
山
は
一
年
の
約
八
カ
月
を
雪
で
お
お
わ
れ
る
。
夏

で
も
雪
の
白
い
縞
が
つ
く
。
富
士
山
の
よ
う
に
晴
れ

た
日
は
一

0
0
マ
イ
ル
以
上
も
遠
く
か
ら
見
え
る
。

そ
れ
ほ
ど
日
本
の
空
気
は
澄
ん
で
い
る
。
こ
の
登
山

と
測
定
の
前
ま
で
は
白
山
は
そ
の
地
方
の
人
や
外
国

人
に
は
、
富
士
山
よ
り
高
い
と
思
わ
れ
て
い
た
。
〉
こ

の
こ
と
で
筆
者
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
す
べ
て
の
仕
事
が

精
密
で
信
頼
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確

信
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
人
を
も
っ
と
尊
敬
と
感
謝

を
こ
め
て
世
に
知
ら
せ
る
責
任
が
あ
る
。
さ
す
が
に

他
の
多
く
の
お
雇
い
外
国
人
の
比
で
は
な
い
。
な
ん

と
い
っ
て
も
ラ
ト
ガ

l
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
や
ニ
ュ

l
・

プ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ツ
ク
神
学
校
の
見
識
を
知
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
こ
で
教
、
え
る
す
ぐ
れ
た
精
神
が
神
に
代

っ
て
(
と
あ
え
て
言
い
た
い
)
選
ん
だ
人
物
で
あ
っ
た
。

ど
う
し
て
も
意
志
の
強
い
人
、
観
察
が
正
確
な
人
、

好
奇
心
の
強
い
人
、
記
録
を
重
ん
ず
る
人
、
勇
気
の

あ
る
人
、
精
力
と
熱
意
の
あ
る
人
と
い
う
良
い
面
の
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印
象
を
あ
げ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

〈
日
本
を
海
の
ス
イ
ス
と
呼
ん
で
も
行
き
過
ぎ
に

な
ら
な
い
と
思
う
く
ら
い
に
た
く
さ
ん
見
て
一
行
は

無
事
に
福
井
へ
帰
っ
て
き
た
。
元
気
を
と
り
も
ど
し

て
授
業
を
再
開
し
た
が
、
う
れ
し
い
こ
と
に
学
生
の

大
多
数
(
以
前
か
ら
蘭
書
を
す
ら
す
ら
と
簡
単
に
読

ん
で
き
た
外
科
医
の
卵
か
ら
、
く
り
く
り
自
の
ち
ょ

ん
ま
げ
を
結
っ
た
十
四
歳
の
少
年
ま
で
)
が
礼
儀

や
て
い
ね
い
な
挨
拶
を
英
語
の
い
ろ
ん
な
表
現
を
使

っ
て
教
師
の
私
の
耳
を
喜
ば
せ
、
心
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
た
。
そ
し
て
彼
等
は
キ
リ
ス
ト
教
の
希
望
と
真

理
を
信
じ
る
国
の
科
学
を
学
ぼ
う
と
熱
心
に
努
力
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
我
々
書
き
手
に
最
も
興
味

が
あ
り
、
「
ザ
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
サ
|
」
の
読
者

が
お
そ
ら
く
最
も
聞
き
た
い
こ
と
は
こ
の
手
紙
で
は

何
も
書
か
な
い
。
け
れ
ど
も
我
々
は
置
か
れ
て
い
る

微
妙
な
立
場
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
は
日
本

(
ロ
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
こ
と
)

人
は
ま
だ
ロ
!
?
の
悪
巧
み
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

キ
リ
ス
ト
教
の
相
違
を
知
ら
な
い
。
あ
た
り
前
の
こ

と
だ
が
日
本
人
の
住
む
所
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
な

い
。
だ
か
ら
そ
こ
で
昨
年
七
月
十
二
日
に
何
が
あ
っ

た
な
ど
知
る
わ
け
が
な
い
。
し
か
し
日
本
の
た
め
に

喜
ば
し
い
良
き
時
の
来
る
よ
う
多
く
の
作
用
が
今
、

働
い
て
い
る
。
そ
の
う
ち
日
本
の
人
々
と
支
配
者
は

(ロ

1
7刀
ト
リ
y
ク
教
徒
)

ま
が
い
の
宗
教
の
巧
妙
な
狂
信
者
と
聖
書
を
翻
訳
し
、

日
本
の
政
治
に
干
渉
し
な
い
、
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の

よ
う
に
告
解
場
で
弱
い
心
を
慰
め
る
必
要
の
な
い
純

潔
な
家
族
の
宣
教
師
と
の
相
違
が
分
か
っ
て
く
る
だ

ろ
う
。
最
後
に
我
々
と
し
て
は
蛇
の
よ
う
に
聡
く
、

同
時
に
鳩
の
よ
う
に
柔
和
に
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
。
〉

日
本
通
信
の
一
つ
と
し
て
の
こ
の
つ
白
山
と
海
の

ス
イ
ス
」
と
い
う
論
文
で
、
い
っ
た
い
グ
リ
フ
ィ
ス

は
何
を
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
寸
ザ
・
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
サ

l
」
の
日
本
通
信
員
と
し
て
の
仕
事
は

お
そ
ら
く
読
者
が
真
に
知
り
た
が
っ
て
い
る
古
来
の

日
本
に
つ
い
て
の
知
識
と
変
り
つ
つ
あ
る
日
本
の
有

様
の
提
供
だ
ろ
う
。
「
白
山
と
海
の
ス
イ
ス
」
の
目

的
は
地
理
、
科
学
、
宗
教
の
面
か
ら
の
新
し
い
ニ
ュ

ー
ス
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
白
山
の
高
さ
の
測
定
と

い
う
科
学
上
の
新
知
識
、
日
本
人
の
本
来
の
信
仰
の

な
か
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
旧
教
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

新
教
の
相
違
も
分
か
ら
な
い
日
本
人
に
キ
リ
ス
ト
教

布
教
、
蘭
学
か
ら
英
学
へ
の
移
行
、
そ
し
て
キ
リ
ス

ト
教
国
の
科
学
へ
の
福
井
の
学
校
の
若
き
日
本
人
の

関
心
な
ど
を
書
き
送
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
「
海
の
ス
イ
ス
」
と
い
う
言
葉
の

な
ん
と
新
し
い
感
覚
で
あ
る
こ
と
か
。
日
本
人
で
こ

の
よ
う
に
日
本
を
と
ら
え
た
者
は
い
な
い
ば
か
り
か
、

外
国
人
に
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ス
イ
ス
は
ウ
ィ
ー

ン
会
議
ご
八
一
四
一
八
一
五
)
以
後
、
永
世
中
立
の

共
和
国
で
あ
っ
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
西
欧
の
旅
で
、
山

丘
山
国
ス
イ
ス
の
自
然
美
を
堪
能
し
て
い
た
。
そ
の
視

野
か
ら
グ
リ
フ
ィ
ス
は
日
本
が
頂
上
に
神
社
を
も
っ

白
山
(
モ
ン
・
プ
ラ
ン
)
が
中
心
の
海
に
か
こ
ま
れ

た
美
し
い
固
と
い
う
意
味
で
寸
海
の
ス
イ
ス
」
と
表

現
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

、王
山
山
下
英
一
著
寸
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
L

(

福
井
県
郷

土
新
書
5

昭
和
五
十
四
年
)
か
ら

4
2
5
0
Z
o『

4
5
5
9
5
巴ご
O

件
。
三
岳
?
叶
宮
司
z
r
E
」
O
己
円

E-

H

∞ご

1
5叶
N
3

を
参
考
。

凶
拙
論
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
読
書
習
慣
が
日
本
で
の
仕
事

に
与
え
た
影
響
」
(
寸
ザ
・
ヤ
ト
イ
L

思
文
閤
出
版
昭

和
六
十
二
年
)
所
収
。
頁
一

O
四。

ω
久
保
信
一
著
「
J

・
J

・
ラ
イ
ン
と
白
山
L

(

石
川

郷
土
史
学
会
々
誌
第
十
一
号
昭
和
五
十
三
年
)
。

ω
F，叶
}
戸
。
吋

H
a
P
5
2
2
0ロ
ω
O『
子

。

〉

ω
u
t
o

ω
。口-
o
q
o『

F
Z
ヘ〈。-・
4
国

Z
・H
a
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・

閉
山
下
英
一
著
「
グ
リ
フ
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ス
先
生
越
前
豆
日
記
」
緑

の
笛
豆
本
第
五
十
二
期
第
二

O
六
集
昭
和
六
十
年

)
。
頁
十
六
十
七
。

附
グ
リ
フ
ィ
ス
が
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
に
出
し
た
白
山
登

山
の
旅
の
手
紙
明
治
四
年
八
月
二
十
八
日
付
。
山
下

英
一
一
編

J
L
2
5
2
0
『
巧
ニ
Z
P
E
何
百
三
の
三
2
2

|

叶

吉

明

J
M
E
目
下
O
H
H
O
E
-
∞
戸
戸
田
叶
N2
頁
八
四
に

所
収
。

川
」
ro
の}百円
ω片

山

S
E
S
-
-
M問。コ口
O

円
ぱ
掲
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E
m
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E
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凹

2

0
ロハ円

H
F
O
O口
2
2
ω

〈ユ
H
N
2
-
g門
戸
明
治
四
年
九

月
十
八
日
付
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
こ
の
雑
誌
の
日
本
通
信

回
貝
で
あ
っ
た
。

附
グ
リ
フ
ィ
ス
著
・
山
下
英
一
訳
「
明
治
日
本
体
験
記
」

(
平
凡
社
東
洋
文
庫
四
三

O

昭
和
五
十
九
年
)
頁
一

四
一
。
原
文
は

z
斗

宮

玄

FE0.ω

何日目
UEo--
第
二

部
第
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Z
E
F
5
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2
0
E
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5
0
2
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四
二
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前
掲
書
附
の
英
文
手
紙

前
掲
書
附
の
英
文
手
紙

前
掲
書
問
の
記
事
。

前
掲
書
凶
の
訳
書
頁
二
三
七
。
原
文
頁
五
三

O
。

〉
Z
H
E丘
O円
〈
。
ロ
巳
ロ
ヨ
『
o広
三

J
同
omEOω
ヨ
〈

o-

同∞白
0

・

z
t司
2
・ω

E
ま
g-前
掲
書

ω

〈
-

H

U

・
ω印
N

頁
一

O
七。

m
z斗
}HO
」

8

2
ロ巳]可

E
2
9
5
2
ラ
ト
ガ
|
ス
大
学

ク
リ
フ
ィ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
。

同
F

，

o
o
a
z
Z
H
E
]
Z
o
g
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に
同
じ
。
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井
新
聞
「
白
山
に
グ
リ
フ
ィ
ス
の
足
跡
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う
」
昭
和

六
十
一
年
九
月
一
日
号

頁
九

O
。

頁
九

O。
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